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平成２６年度上下水道局の経営方針 
 

１ はじめに 

  本市の上下水道事業においては，節水機器の普及や節水意識の向上などから，経営の

根幹となる水道料金や下水道使用料の大幅な増収が見込みにくい状況にある中，財務体

質を強化するため，国の繰上償還制度を活用し，企業債残高の縮減や利息負担の軽減に

努めてきたが，平成２７年度には水道給水１００年，下水道供用５０年が経過し，施設

等の老朽化に伴う改築や更新が急務となるなど，経営環境は引き続き厳しいものとなっ

ている。 

このような中，「宇都宮市上下水道基本計画改定計画」の目標である「上下水道サー

ビスの質を高める」の達成に向け，上下水道事業の根幹となる「水道水の安心給水の推

進」や「下水の適正処理の推進」をはじめ，健全経営の推進と技術継承を含めた人材育

成による「信頼経営の推進」など，６本の計画の柱に位置づけられた１２の基本施策を

着実に推進し，本格的な「維持管理の時代」に適切に対応することが本市上下水道事業

の使命である。 

平成２６年度の上下水道局の経営にあたっては，水道・下水道それぞれの維持管理部

門に企画立案機能を統合し，情報の集約化と判断の迅速化を図るため機構改革を行うと

ともに，経営の自由度と透明性の向上を図るため地方公営企業会計制度の見直しに対応

するなど，経営基盤の強化を図ることはもとより，すべての施策・事業について，優先

化・重点化を行うなど「最適化」に取り組み，これまで以上に効果的・効率的な事業運

営に努める必要がある。 

  今後とも，市民生活を支えるライフラインとして，お客様により信頼される上下水道

事業を目指し，次のとおり「平成２６年度上下水道局の経営方針」を定める。 

 

２ 事業運営の指針 

⑴ 多様化するお客様ニーズを的確に捉え，お客様サービスの充実に努めつつ，信頼経

営の推進を図るため，「上下水道基本計画改定計画」の目標達成に向けて，各種施策・

事業を着実に推進する。 

 ⑵ 地方公営企業として，受益者負担の原則及び独立採算の原則に立ち，最小の経費で

最大の効果が上がるよう効率的・合理的な経営を行う。 

 

 

資料１ 
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３ 重点課題 

⑴ 水道水の安心給水の推進 

   お客様に安全でおいしい水道水を提供するため，高品質化を推進するほか，水道水

を安定供給するため，水需要予測の見直しや施設規模の再検討を行い，将来を見据え

た施設等の計画的な整備を進めるなど，「水道水の安心給水」に取り組む必要がある。 

 

 ⑵ 下水の適正処理の推進 

   快適な生活環境の確保と公共用水域の水質を保全するため，施設等の計画的な整備

や維持管理を行うなど，「下水の適正処理」に取り組む必要がある。 

 

⑶ 危機管理の強化 

   災害や事故に強いライフラインの確立が求められる中，将来にわたり市民生活に欠

かすことのできない上下水道を維持するため，施設等の耐震化に取り組むとともに，

災害や事故などの発生による市民生活への影響を最小限に抑えるため，緊急時対応の

強化を図るなど，「危機管理の強化」に取り組む必要がある。 

 

⑷ 環境負荷低減の推進 

  環境負荷の低減を図り，持続可能な循環型社会の構築に貢献するため，省エネルギ

ー対策や再生可能エネルギー・上下水道資源の有効活用を図るなど，「環境負荷低減の

推進」に取り組む必要がある。 

 

⑸ お客様サービスの充実 

  広報広聴活動を通し，事業に対する理解と信頼の向上に努めるとともに，お客様ニ

ーズを的確に反映した事業を展開することにより，お客様満足度の向上を図るなど，

「お客様サービスの充実」に取り組む必要がある。 

 

⑹ 信頼経営の推進 

   適正な上下水道料金を確保しながら，上下水道事業を円滑に運営し，お客様に信頼

される健全な経営を確保するため，財政基盤の強化を推進するなど，「信頼経営の推進」

に取り組む必要がある。 
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４ 上下水道事業の主要施策 

課題 № 主要施策  内     容  

水
道
水
の
安
心
給
水
の
推
進 

１ 貯水槽水道適正管

理推進計画の推進 

(工事受付センター) 

 

貯水槽水道の管理の充実により，貯水槽水道利用者に

安全でおいしい水道水を供給するため，「貯水槽水道適正

管理推進計画」を推進する。 

２ 松田新田浄水場施

設更新計画の推進 

（水道建設課） 

 老朽化が進む施設を計画的に更新し，安全・安心な水

道水を安定供給するため，「松田新田浄水場第２期施設更

新計画」を推進する。 

 

下
水
の
適
正
処
理
の
推
進 

３ 

 

下河原水再生セン

ター再構築基本計

画の策定 

（下水道管理課） 

 施設の老朽化が著しい下河原水再生センターの「再構

築基本構想」に基づき，川田水再生センターの将来的な

施設配置や処理機能統合等を踏まえた基本計画を策定す

る。 

 

４ 公共下水道事業（雨

水・溢水対策）の推

進 

（下水道建設課） 

 

市街地などにおける浸水・溢水被害の解消を図るため，

公共下水道雨水幹線等の整備など適切な対策を図る。 

５ 生活排水処理施設

の長寿命化の推進 

（生活排水課） 

 老朽化が進んでいる生活排水処理施設の長寿命化を図

るため，「生活排水処理施設長寿命化に係る取組方針」に

基づき，各施設の機能調査を推進する。 

 

６ グリーンタウン地

域下水処理施設の

公共下水道接続の

推進 

（生活排水課） 

 

 グリーンタウン地域下水処理施設については平成２９

年度から公共下水道の供用開始が予定されていることか

ら，計画的に接続事業を推進する。 

 

 



- 4 - 

 

危
機
管
理
の
強
化 

７ 上下水道施設の耐

震化基本計画の推

進 

（水道管理課・ 

下水道管理課・ 

下水道建設課） 

 地震等の災害時にあっても上下水道の基本機能を確保

するため，施設の耐震性能の現況を的確に把握し，効果

的・効率的に耐震化を図るため，「上下水道施設耐震化基

本計画」を推進する。 

 

８ 危機管理に係る水

道施設整備計画の

推進 

（水道管理課・ 

水道建設課） 

 水質事故やテロ等の非常事態に対応するため，施設の

重要度に応じた効率的・効果的な整備により，水道施設

の警備体制の強化を図るなど，「危機管理に係る水道施設

整備計画」を推進する。 

 

環
境
負
荷
低
減
の
推
進

９ 汚泥消化ガス有効

活用（発電）事業の

推進 

（下水道管理課） 

 川田水再生センターの処理過程で発生する大量の消化

ガスを有効活用するため，「川田水再生センター下水汚泥

消化ガス有効活用事業基本方針」に基づき，消化ガス発

電を推進する。 

 

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

10 広報広聴活動計画

の推進 

（経営企画課） 

 

上下水道事業に対する理解と信頼の向上のための積極

的な広報活動，また，お客様ニーズを的確に把握するた

めの広聴活動を実施するなど，お客様満足度を向上させ

るため，効果的な「広報広聴活動計画」を推進する。 

 

信
頼
経
営
の
推
進 

11 遊休資産の活用・処

分の推進 

（企業総務課） 

 財源確保に資するとともに，維持管理経費の削減を図

るため，遊休資産の積極的な活用・処分を推進する。 

12 第２次水道料金等

の収納率向上計画

の推進 

(サービスセンター) 

水道料金等の収納率向上を図るため，「第２次水道料金

等の収納率向上計画」を推進する。 

 

 

13 第４次上下水道加

入促進計画の推進 

(サービスセンター) 

上下水道料金等の収益の拡大と経営力の拡充に資する

ため，「第４次上下水道加入促進計画」を推進する。 
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信
頼
経
営
の
推
進 

14 第２次上下水道有

収率向上計画の推

進 

（水道管理課・  

下水道管理課） 

水道及び下水道有収率を向上させるため，水道管路の

漏水調査や修繕，下水管渠の不明水調査や止水工事をよ

り効果的に実施するなど，「第２次上下水道有収率向上計

画」を推進する。 

15 アセットマネジメ

ントの推進（上水

道） 

（水道管理課） 

持続可能な水道事業を実現するため，「アセットマネジ

メント基本計画」の策定や支援システムの構築など，本

格実施に向け事業を推進する。 

16 ストックマネジメ

ントの推進（下水

道） 

（下水道管理課） 

持続可能な下水道事業を実現するため，「下水道ストッ

クマネジメント基本計画」を策定し，試行的な実施に向

け事業を推進する。 

※下線付きゴシックは新規施策  
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５ 企業職員の行動指針 

  上下水道局にあっては，宇都宮市職員行動規範（ａｔ Ｈｏｍｅ）にある｢一人ひとり

が輝く，活力あふれる新しい宇都宮の創造｣に向け，｢おもてなしの心｣を大切にしなが

ら，すべての職員が以下に掲げる行動指針に基づき業務を遂行し，局一丸となって，公

営企業としての組織力を最大限発揮できるよう努めるものとする。 

  

⑴ 受益者負担・独立採算の原則に立つ企業の職員であることを自覚し，最小の経費で

最大の効果を上げられるよう，常に経営感覚を持って業務に取り組む。 

 

 ⑵ 上下水道事業がお客様の料金により運営されていることを自覚し，あいさつの励行

はもとより，わかりやすい説明を心がけるなど，常に顧客重視の気持ちを持って懇切

丁寧に応対し，お客様サービスの質の向上に努める。 

 

 ⑶ 上下水道が日常生活に欠くことのできないライフラインであることから，危機管理

の重要性を再認識し，未然のリスク回避に努めるとともに，万一事故等が発生した場

合にあっても，迅速かつ的確に是正措置が講じられるよう業務に取り組む。 

 

 ⑷ 業務遂行にあたっては，前例踏襲に甘んずることなく，継続的改善に努め，他の事

業体よりも一歩先んじた取組を行う。 

 

 ⑸ 企業職員に相応しい資質を身につけるため，なお一層上下水道事業に関する視野を

広げるとともに，自己研鑽に努める。 

 


